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2 0 1 9 年 3 月 5 日 

株式会社ゆりかもめ 

ゆりかもめ新橋駅プラットホーム階西口側に、3月４日、パブリックアート作品（大型ステンド

グラス）が誕生しました。ゆりかもめをご利用の際は、是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

【作品概要】 

○題名    「四季・東京ベイ」 

○原画・監修 平松礼二氏／日本画家 

○規模    約 37 ㎡ 

○意匠説明 

正面のステンドグラスには、日本の世界遺産である「富士山」と、東京都の鳥である

「ゆりかもめ」が一羽、一面に広がる青い海を渡る姿が描かれています。 

左右のステンドグラスには、日本の四季を彩る春の「桜」「梅」が咲き乱れる様子と、秋の

「紅葉」が燃え盛る姿が繰り広げられ、鮮やかな景色が浮かび上がっています。 

印象派の研究から日本文化の源流を探る試みを経て、日本美術の意匠の美にたどり着いた

平松礼二画伯が追求されてきた琳派モダンの華麗なる世界を、ステンドグラスに置き換えて

展開しています。 

【お問合せ先】 

株式会社ゆりかもめ 総務部総務課 03-3529-7777 

ゆりかもめ新橋駅に新たなシンボルが誕生しました！ 

～大型ステンドグラス「四季・東京ベイ」～ 


